使用説明書 ご使用前に、必ずお読みください。 
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各部の名称 

撮影表示パネル- 


モ_トスイ ツナ- 

途中巻き戻しスイッチ- 
ストラップ取付け部 一 


パワースイッチ—— 


ー ネームプレート取付け部 

_才一トフォ _ カス窓 

_ファインダー窓 

- フラッシュ 

1-測光窓 

- レンズ(防塵ガラス） 

-セルフタイマーランプ 


ムシートにお名前を記入し、力 
ネームプレート取付け部に置い 


—ムプレートを上か 












緑ランプ 


赤ランプ 


ファインダー接眼窓 


フイルム確認窓 


三脚穴 


裏ぶた開放ノブ 


電池室カバー 


裏ぶた 


撮影表示パネル（図はすべての液晶を点灯状態で示してあります。） 
電池 マーク 

フラッシュ AUTO (自動 発光） マーク 
( VA 0 T 0) 

フラッシュ ON マーク ( V 0 N ) 


フラッシュ OFF マーク(令 OFF ) 



フイルムカウンター 
-遠景マーク 


セルフタイマーマーク 



撮影準備 


まず電池を 
入れてくだ 
さい 

カメラに水滴や砂などが 
付いていたら、乾いた布 
で拭い落としてから、電 
池室カバーをはずしてく 
ださい。内部に水滴や砂 
が入ると故障の原因にな 
ります。 



電池室カバー開閉ノブを指でつま 
み、 OPEN の矢印方向に回して、開閉 
ノブと OPEN 側の•印を合わせると、 
電池室カバーがはずせます。 



電池をカメラ底部の表示に合わ 
せて正しく入れます。 

* 電池の接点側を奥にして入れてくださ 
い。 

* 使用電池はリチウム電池 2 CR 5:6 V 、 1コで 
す0 



出 

爆発して大けがの危険があります。電池を火の中に入 
れたり、ショート、分解、加熱をしないでください。 

企注 

意 

発熱発火の危険があります。指定外の電池を使用しな 
いでください。 








電池室カバーをはめ、カバーを押 
さえながら、 CLOSE の矢印方向に開 
閉ノブを回して開閉ノブと CLOSE 
側の•印を合わせるとロックされ 
ます。 



パワースイッチを押すと、撮影表 
不 パネルに 

(電池マーク） 

令 AUTO (フラッシュ AUTO ) 

〇 (フイルムカウンター） 

が現われ電源 ON になります。 

* パワースイッチをもう一度押すと電源 
OFF になります。電源 OFF のときには電池 
マーク だけ点灯し、他の マークは 消灯し 
ます。 


正常交換時期 作動停止 


電池交換の時期 

電池が消耗して、電池 マークが 2/3 

白くなったら新しい電池と交換し 

てください。 

* 撮影途中で電池マークが2/3白くなった 
ら、最後まで撮影したあと電池を交換し 
てください。 

* 万一撮影中に電池マークが点滅したあと 
白くなると、シャッターがロックされま 
す。このときは途中巻き戻しをしてくだ 
さい。 

* 使用済みの電池は、カメラ店または電気 
店にお持ちください。 






撮影準備 

2 

フイルムを 
入れてくだ 
さい 

カメラに水滴や砂などが付 
いていたら、乾いた布で拭 
い落としてから裏ぶたを開 
けてください。内部に水滴 
や砂が入ると故障の原因に 
なります。 

コニカカラーフイルムの 
ご使用をおすすめします。 



裏ぶた開放ノブを矢印方向に回転 
し裏ぶたを開けます。 

* リバーサルカラーフイルム（スライド用） 
は、下表の DX 導入感度 （ ISO ) と同一感度のフ 
イルムをご使用ください。 


使用 フイ ルム感度の DX 導入感度 



フイルムを入れます。 

*DX コー ド付きの35 圆 フイルムを使用し 
ます。フイルム装てんと同時に使用フイ 
ルムの感度が自動セツトされます 。 DX 
コー ドのないフイルムはすべて IS 025 に 
設定されます。 


DX 導入感度 ( ISO ) 

25 

50 

100 

200 

4〇〇 

800 

1600 

3200 

使用 フィルム 感度 
( ISO ) 

25 

32 

40 

50 

64 

80 

100 

125 

160 

200 

250 

320 

400 

500 

m 

800 

1000 

1250 

1600 

2000 

2500, 

3200 









パトローネ（フイルムの容器）を力 
チッと音がするまで押して入れ、 
フイルムが平らに出るようにしま 
す0 




フィルムを少し引き出し、先端を 
カメラ内部の先端 マーク 
(▲ _) に合わせて、裏ぶたを閉 
じます。 



* フイルムのパーフオレーシヨン（送り穴） 
とスプロケット（送り歯車）のかみ合わせ 
を確認してください。 



パワースイッチを押すと、フィル 
ムは1枚目の撮影位置まで自動的 
に送られます。 

* ISO 25のフイルム使用の場合は、シャツ 
ターボタンを押してください。 


フイルムが送られていないときは 


フイルムカウンターが2[のまま点滅しま 
す。入れ直してください。 
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カメラは 
正しくネ，え 
ましよう 



両手でしっかり持ってカメラぶれを防ぎまし タテ位置のフラッシュ撮影では、フラッシ 
よう。カメラ背部を頰に当て、両ヒジを軽く ュが上になるように構えてください。フラ 
締めると安定します。ヒジを開くとカメラぶ ッシュを下にして発光すると、写真が不自 
れをしやすくなります。 然になります。 

* 指の腹でシャッターボタンを静かに押して * 指や毛髪、ストラップなどが、レンズや 
ください。 オートフォーカス窓、測光窓、フラッシ 

ュをじやましないように気をつけまし 


よう0 







基本撮影 
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いよいよ 

撮影です 

% AUTO 

すべての撮影に共通する 
基本的な撮影の手順です。 



パワースイツチを押してくださ 
い。電源 ON となり、令 AUTO 、 J (フ 
ィルムカウンター）が点灯します。 
* 電源 OFF 時には電池マークだけが点灯し 
ています。 

* 防塵ガラスおよびオートフォーカス窓の 
汚れにご注意ください。 

もし汚したらきれいに拭きとってくださ 
い。 



ピントを合わせたい被写体に才 
—トフ ォーカスフレー ムを合わ 
せます。 





* 撮影が終わるとフィルムが 1 コマ自動的 
に送られ、フィルムカウンターの数字が1 
つ進みます。 

* 続けて撮影しないときは、パワースイッ 
チを押して電源 OFF にしてください。 

* 電源 ON のまま放置しても、約30分後には 
自動的に電源 OFF となります。 


シャッターボタンを半押しすると シャッターボタンをさらに深く静 
緑ランプが点灯し、自動的にピンかに押し込み、シャッターをきつ 
卜が合います。 てください。 

* 緑ランプが点滅したときは、被写体が近 
すぎてピントが合わない警告で、シャッ 
ターがロックされます。 

* 緑ランプと同時にセルフタイマーランプ 
が点灯するので、写される人にも撮影の 
タイミングがわかります。 







基本撮影 
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自動フラッ 

シュネ取京ジ 

暗いときフラッシュが自動 
的に発光します。 

* フラッシュは発光すると高温にな 
ります。このため汚れていたり、 
手袋などが触れたままフラッシュ 
撮影をすると、フラッシュが変質 
や変色をします。撮影の際にはフ 
ラッシュの汚れを清掃し、手袋な 
どが触れないようにしてくださ 
い。 



シャッターボタンを半押しして、 
緑ランプと共に赤ランプが点灯 
したら、フラッシュが自動発光し 
ます。 



シャッターボタンをいっぱいに 
押してフラッシュ撮影してくだ 
さい0 

* フラッシュ撮影後、赤ランプが数秒間点 
灯した後消えますが、この間は充電中で 
すから、シャッターはきれません。 


フラッシュ撮影 
の距離 


現場監督 28 WB 

ISO 100 

0.5 m 〜 5.0 m 

ISO 400 

0.5 m 〜10 • 0 m 

現場監督 WB 

ISO 100 

0.8 m 〜 5.0 m 

ISO 400 

0. 8 m 〜 10.0 m 







基本撮影 



フォーカス 
ロック撮影 

ピントを合わせたい被写体 
が画面中央にないとき、フオ 
ーカスロック撮影をしてく 
ださい。 



ピントを合わせたい被写体に才 
一トフオーカスフレームを合わ 
せます。 



シャッターボタンを半押しする 
と、緑ランプが点灯してピント 
位置が固定されます。 

* 緑ランプと同時にセルフタイマーラ 
ンプが点灯します。 

* 半押しした指をシャッターボタンか 
ら離すと、フォーカスロックは解除さ 
れ、やり直しができます。 

* フォーカスロックと同時に自動露出 
も固定されます。 






半押しのまま希望の構図に決め直 
し、シャッターボタンをいっぱい 
に押して撮影します。 



才_トフォーカスが正しく働きに 
くい被写体 

① 光沢のあるもの 

② 反射しにくい黒いもの 

③ 小さいもの細いもの 

④ 発光体 

は測距しにくいので、同じ明るさで等距離 
の測距しやすいものに向けてフォーカスロ 
ックをしてください。 



* ガラス越しの撮影は、オートフォーカス 
が働かない場合がありますから、同じ距 
離のものに向けてフォーカスロックして 
ください。 

また、ガラスに密着させても正しい測距 
ができます。 
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近距離撮影 

近接した被写体が画面中央 
からはずれるときは、フオ 
ーカスロック撮影をしてく 
ださい。 



被写体に近づいて才一トフォ _ 力 
スフ レームに 入れてください。 
近距離撮影の至近距離 




現場監督 

2BWB 

0.5m ~ 

現場監督 

WB 

0.8m ~ 



ファインダーの近距離補正マー 
ク内で構図を決め、シャッターを 
きります。 

* 近距離補正マークは、 1 m 以内の撮影時に 
お使いください。 

シャッターボタン半押しで緑ランプが点 
滅したときは… 

至近距離より被写体に近すぎてピントが 
合わない警告で、シャッターがロックされ 
ます。半押しした指をいったん離し、少し 
離れて押し直してください。 











基本撮影 
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フイルムの 
取り出し方 

フィルムの規定枚数より多 
く撮影した場合、最終画面 
が重なることがあります。 
写し終わったフィルムは、 
お早目にカメラ店に持参し 
「コニカカラー百年プリン 
卜」とご指定ください。 



フイルムが最後になると自動的に 
巻き戻され、巻き戻し完了で停止し 
ます。フイルムカウンターの!3の点 
滅を確認した上でフイルムを取り 
出してください。 

* フイルムカウンターは、巻き戻しに連動し 
て逆算します。 

* 裏ぶたを開けると フイ ルム枚数計の G が一 
瞬点灯し、電源 OFF になります。 



途中巻き戻しの方法 
途中巻き戻し （ R ) スイッチをスト 
ラップ調整具の突起部で押すと、 
撮影途中のフィルム巻き戻しが 
できます。 

* 巻き戻し後の手順は、自動巻き戻しの場 
合と同じです。 




応用撮影 
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モードスイツチ 
の切替え 

被写体に応じて最適な撮影 
方法を選択できます。 



モードスイッチを押すと、撮影表示 
パネル上に5つのモードが、順次表 
示され循環します。 

* 通常は令 AUTO になっています。 

* >0 N 、>0 FF 、 ▲の各モードは固定され、一 
度設定したモードで撮影を続けられます。 
撮影が終わったら一般撮影モードに戻して 
ぎましよつ。 


V AUTO フラッシュ auto (自動発光） 
j モード(一般撮影モード） 

フラッシュ ON モード 
^ Qpp フラッシュ OFF モード 

I 

0セルフタイマーモード' 

j (^ AUTO ) 

^ 遠景モード(含 AUTO ) 

( _ 

* セルフタイマー撮影0??は、1コマ撮影 
後、一般撮影モードに自動復帰します。 



応用撮影 
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日中フラッ 
ンュキ取景ジ 

(フラッシュ ON モード） 
フラッシュが常時発光する 
モードです。逆光や室内窓 
際の被写体を明るくきれい 
に写します。 



モードスイツチを押して、撮影表示 
パネルに令 ON を出します。 




フラッシュ撮影 


被写体に向けてシャッターをき 
れば、明るいところでもフラッシ 
ュが発光します。 

* シャッターボタン半押しで、緑ランプと 
同時に赤ランプが点灯します。 


フラッシュなし 
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スロ _ シャッ 
夕ーシンクロ 

^ ON 

(フラッシュ ON モード） 

夕方や夜間の撮影で、スロ 
ーシャッターによるフラッ 
シュ撮影が行われ、バック 
も被写体も共に明るく写せ 
ます。 



ハ 色 

貧 

S) 

1 關 

I 


■ 二_ 


モードスイツチを押して、撮影表示 
パネルに令 ON を出します。 

* カメラぶれをしやすいので、三脚をご使用 
ください。 



スローシャッターシンクロ 


暗い場所で被写体に向けてシャ 
ッターをきれば、1/15秒までのス 
ローシャッターによるフラッシ 
ュ撮影ができます。 



令 AUTO のフラッシュ撮影 



応用撮影 
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フラッシュ 
なしの撮影 
V OFF 

フラッシュが発光しないモ 
—ドです。フラッシュ撮影 
が禁止されている美術館や 
都会の夜景撮影などにご利 
用ください。 



モードスイッチを押して、撮影表示 
パネルに V 0 FF を出します。 
被写体に向けてシャッターをきれ 
ば、1/4秒までフラッシュなしの自 
動露出撮影ができます。 

* シャッターボタン半押しで赤ランプが点滅 
したときは、カメラぶれの警告です。 
三脚をご使用ください。 



暗くて自動露出が働かないとき 
は、最長2秒の超ス ロー シャツタ 
—に切替わります。 （2 秒バルブ） 
* このときはシャッターボタン半押しで、 
赤ランプがゆつくり点滅します。 

*2 秒バルブは、2秒以内であれば、シャツ 
ターボタンを押している間、シャッター 
が開いたままになります。カメラぶれ防 
止のため三脚をご使用ください。 





応用撮影 

14 

セルフタイ 
マー撮影 

CD 

人手を借りずに、撮影者自 
身が作業をしている状況を 
撮影できます。 



モードスイッチを押して、撮影表示 
パネルにのを出します。 

* セルフタイマーモードにセットすると、 

V AUTO (フラッシュ自動発光）になります。 

* 三脚をご使用ください。 

* フォーカスロックもできます。 



被写体に向けてシャッターボタ 
ンを押すとセルフタイマーがス 
夕一卜し、約10秒後にシャッター 
がきれます。 

*7 秒点灯後、3秒点滅します。 

* カメラの前から操作すると正しいピン 
卜が得られません。 

* 撮影終了で一般撮影モードに戻ります。 
続けてセルフ撮影する場合はセットし 
直してください。 

* パワースイッチを押すと作動中のキャ 
ンセルができます。 
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is 景撮景ミ 



ピントが遠景に固定される 
モードです。日中の遠景撮 
影、特に窓ガラス越しの遠 
景撮影に有効です。 



モードスイツチを押して、撮影表示 
パネルに i 4 を出し撮影します。 

* 遠景モードにセツトすると、令 AUTO ( フラツ 
シユ自動発光）になります。 

* 夜景や日没前後の夕景など、暗いときの遠 
景撮影では、 フラッシュ なしの撮影をして 
ください。 



ガラス越しの風景を遠景撮影 



一般撮影 





才一トデ _ 卜 

(才一トデート付のみ） 


2019年12月31日までの日付 
•時刻を記憶し、画面に写 
し込むことができます。 


表示モードの切替え 

表示切替えスイッチを押し年月日 
分、写し込みなしを選びます。 



写し込みの位置が明るい場合、白 I 
は、デート文字がはっきり出ない, 
ありますからご注意ください。 









日付 _ 時刻の修正 



1) 表示切替えスイッチで日付（時分）を 
表 7]^ します〇 

2) 選択スイッチを押して、修正する日付 
(時分）を点滅させます。 

3) セットスイッチを押して、日付(時分） 
を点滅のまま修正します。 

4) 選択スイッチを押すと点滅が点灯と 
なり、一のマークが現われて写し込み 
の状態になります。 


オートデート用電池の交換 

オートデート用電池として、リチウム電 
池 ( CR 2025:3 V ) を使用しています。およ 
その交換時期は約4年です。プリント時 
の写し込み文字が見えにく くなったら 
新しい電池と交換してください。 


[?< «. !£ | 

* 分を修正した後選択スイッチを押すと、：が点 
減します。もう一度選択スイッチを押して写し 
込みの状態にしてください。 

* 秒まで合わせるには、：の点滅時に時報に合わ 
せてセツトスイッチを押し、さらに選択スイッ 
チを押して写し込みの状態にしてください。 


* 電池交換後は、日付 ■ 時刻を修正してくださし、 


電池交換の方法 



^警告■爆発して大けがの危険があります。電池を火の中に入れたり、ショート、分解、加熱をしないで 
ください。 

■ 誤って飲み込むと死亡の危険があります。電池は幼児の手の届かない所に保管してください。 







現場監督 28 WB のおもな仕様 


形 式 

:レンズシャッター式 A F 全自動 35 mm カメラ 

画面サイズ 

: 24 x 36 mm 

レンズ 

:コニカレンズ、 28 mm F 3. 5 (5 群5枚構成） 
レンズ前面に防廛ガラス 

パワースイッチ： 電源 ON でオートローディング•シャッター 
ロック解除 • 液晶点灯 • 約30分後自動的に 鼋 
源 OFF 、 電源 残置マーク表示、 電源 OFF でシ 
ャッターロック •電池 マーク以外の液晶消灯 
• セルフタイマーキャンセル 

シャッター 

:プログラム電子シャッター、電磁レリーズ、 

1 /4秒〜1 /280秒 2秒バルブ付 

焦点調節 

:赤外線ノンスキャンアクティブ式自動焦点、 

撮彩範囲 •(). 5 m 〜〇〇、 0.5 m 以内の近距離口 

ック、フォーカスロック、遠景撮彩可能 

露出 調節 

: CdS 受光索子使用のプ□グラム自動 霖 出調* 

中央霣点測光 

露出連動範囲 

: ISO 100 • EV 5.5~ EVI 6.5 

フィルム感度 

:自動設定 （ISO 25 〜 ISO 3200) 

ファインダー 

:アルパダ式プライトフレームファインダー、 
オートフォーカスフレーム、近距離補正マー 
ク、ファインダー脇に綠ランプ ( AE-AF ロッ 
ク時点灯、近距離ロック時点滅）、赤ランプ 
(フラッシュ発光時 • 未充電時点灯、低輝度 
警告 時点滅） 

フラッシュ 

:手ぶれ限界の低輝度時に自動発光するフラッ 


* 下記性能については当社試験条件によります。 

* 製品の仕様、外観については予告なく変更することがあります。 


シュマチック機構、連動範囲 • ISO 100 -0.5 

m 〜 5.0 m 、 発 光 W 隔•約3秒 _ 

モード切替え：フラッシュ自動発光、フラッシュ ON . 、フラッ 
シュ OFF 、 セルフタイマー攆彩、遠景撮彩の5 
モードを循環、液晶パネルに表示 
セルフタイマー：電子式、作動時間約10秒、セルフタイマー 
ランプが約7秒 W 点灯した後約3秒 W 点滅、 
途中解除可能 

フィルム給送：電動式、パワースイッチでスタートするオー 
トローディング、自動巻き上げ、フィルム終 
了でオートリターン、巻き戻し後自動停止、 
途中巻き戻し可能 

フィルムカウンター：顺算式、液晶パネルに表示 
オートデート：液晶表示式デジタルウォッチ内蔵、2019年ま 
での年月日、日時分、写し込みなし、月日年、 
日月年を表示、秒単位まで修正可能 
•池寿命 ： 50%フラッシュ発光のとき約40本 （24 EX 〉 

• 源 :リチウム電池 （2 CR 5:6 V ) I コ、オートデート 

_ 用としてりチウム電池 ( CR 2025:3 V ) I コ 

防 水 ：種類 * JIS 保護等級7 ( 防浸形）、意味•定めら 
れた条件で水中に没しても内部に水が入らな 

_ いもの、試験 •水面下 lm で30 分間水中に放置 

大きさ ：デートなし145 X 80. 5 x 56 nun デ-卜付145 x 80, 5 x 59 mm 
霣置（重さ）：デ-卜なし 350 g 、 デ-卜付 355 g (電池別） 







































現場監督 WB のおもな仕様 


* 下記性能については当社試験条件によります。 

* 製品の仕様、外観については予告なく変更することがあります。 


形 

式 

:レンズシャツター式 A F 全自動 35mm カメラ 

画面サイズ 

: 24 x 36mm 

レ : 

'ズ 

:コニカレンズ、 35mm F3.5 (3 群3枚構成） 


_ レンズ前面 に防塵ガラス _ 

パワースイッチ：電源 ON でオートローディング.シャッター 
ロック解除 • 液晶点灯 • 約3〇分後自動的に m 
源 OFF、 電源残童マーク表示、電源 OFF でシ 
ャッターロック•電池マーク以外の液晶消灯 
• セルフタイマーキャンセル 

シャッター ••ブログラム電子シャッター、電进レリーズ、 

I /4秒〜 I /280秒 2秒パルブ付 
焦点調節 ：赤外線ノンスキャンアクティブ式自動焦点、 

撮影範囲 •0.8m 〜〇〇、 0.8m 以内の近距離 □ 
_ ック、フォーカスロック、遠景撮影可能 

I* 出 M» : CdS 受光索子使用のプログラム自動»出調» 

_ 中央靈点瀾光 _ 

里_出連動範囲： ISO 100 • EV5.5 〜 EVI6.5 
フィルム感度:自動設定 （ISO 25〜 ISO 3200) 

ファインダー：アルバダ式ブライトフレームファインダー、 
オートフォーカスフレーム、近拒離補正マー 
ク、ファインダー脇に綠ランプ （AE*AF □ッ 
ク時点灯、近距離ロック時点滅）、赤ランプ 
(フラッシュ発光時 • 未充電時点灯、低輝度 
|E 告時占滅） 

フラッシュ:手ぶれ限界の低輝度時に自動発光する フラ'‘フ 


シュマチック機構、連動範囲 • ISO 100 -0.8 
m 〜 5.0m、 発光閛隔•約3秒 


モード切替え 

:フラッシュ自動発光、フラッシュ ON.、 フラッ 
シュ OFF 、セルフタイマー撮影、遠景撮彩の5 
モードを循環、液晶パネルに表示 

セルフタイマ- 

一： m 子式、作動時間約1〇秒、セルフタイマー 
ランプが約7秒間点灯した後約3秒間点滅、 
途中解除可能 

フイルム給送 

:電動式、パワースイッチでスタートするオー 
卜□ーディング、自動巻き上げ、フィルム終 
了でオートリターン、巻き戻し後自動停止、 
途中巻き戻し可能 

フイルムカウンター：頎算式、液晶パネルに表示 

オートデート 

■•液晶表示式デジタルウォッチ内蔵、2019年ま 

{デ-卜付⑽） 

での年月日、日時分、写し込みなし、月日年、 
日月年を表示、秒単位まで修正可能 

電池寿命 


m 源 

:リチウム電池 （2CR5:6V) 1コ、オートデート 
用としてリチウム電池 (CR2025:3V) 1コ 

防 水 

:襦類 • JIS 保護等級7 (防浸形)、意味 • 定めら 
れた条件で水中に没しても内部に水が入らな 
いもの、試験•水面下 lm で30分間水中に放置 

大きさ 

: f-Kit 145 x 80. 5 x 56mni デ-卜付 145 X 80. 5 X 59關 

質置（重さ） 

:デ- Kit345g、 デ- Ht350g (電池別） 









